
３ 教 育 課 程 

 

 小・中・高・特別支援学校においては、三つの重点目標①基礎・基本の確実な定着を図り、伸び

る力を一層伸ばす「分かる授業」②子どもたちのよさと可能性を引き出す「魅力ある教育課程」③

子ども・保護者・地域と共に創る「楽しい学校」の実現に向けて、各校の実情に応じた改善を図っ

てきた。 

 本年度は、各学校における特色ある教育課程の編成と学習指導の改善充実について、実践を通し

て、更に研究を深めてきた。 

 また、児童生徒一人ひとりに確かな学力の定着と伸長を図るため、向学の気風に満ちた学校づく

りを推進する中で、教育課程、学習指導の改善充実が図れるよう、資料を提供するとともに、あら

ゆる場と機会を通じて指導、助言に努めてきた。 

 

（１） 小・中学校教育課程研究協議会 

豊かな心を持ち、たくましく生きる人間の育成を目指して、児童生徒を中心にすえた教育課

程・学習指導の改善を図るために、上記①～③の三つの重点目標に立って、具体的授業実践を

もとにした教育課程の編成及び実施、評価にかかわる研究協議を行い、改善と教職員の資質の

向上に努めてきた。    

   県下小・中学校全教員を対象として、市町村教育委員会、郡市校長会、県教育委員会の三者

共催各郡市単位で研究協議会を実施した。 

  ア 全県委員会 

   ① 組 織 委員長：学びの改革支援課長 

副委員長：県小中校長会（１名）、市町村教委代表者（１名） 

委 員：県小中校長会（１名）、各郡市校長会（15名）、市町村教委（１名） 

教育事務所学校教育課長（所長）（５名）、教育センター教科教育部長（１名） 

学びの改革支援課義務教育指導係長（１名）、義務教育課支援幹（１名） 

主任指導主事（３名） 

 

   ② 開催日数 ２回（４月 27日※書面開催、11月 24日） 

   ③ 研究協議会 

小・中学校教育課程研究協議会の基本方針の検討及び研究協議会の運営計画の反省と来

年度の計画 

  イ 研究協議会             

①  期日・会場・参加人員等 

    ａ 小学校 ※コロナ禍のため中止 

    ｂ 中学校 ※コロナ禍のため中止 

     



ｃ 新型コロナウイルス感染症に係る今後の状況及び学校教育への影響等を考慮して中

止とし、学習指導要領実施上のポイント等を学習ポータルサイト「まなびすけ信州」

へ掲載した。また、要請があった場合は「教育課程説明会」を実施した。 

   ② 研究協議題 

    ａ 授業研究を通しての研究協議 

    ｂ 学習指導要領の実施に伴う諸問題及び課題に関わる研究協議 

 

（２） 高等学校教育課程研究委員会・研究協議会 

新しい高等学校学習指導要領に基づく教育課程編成の方法、各教科・科目の指導内容、指導

方法、観点別評価や総合的な学習（探究）の時間及び特別活動について研究し、その成果を P

まとめて PDF化し、各校へ送付した。 

  ア 研究委員会 

   ① 委  員 各教科等 16分科会 61名 

   ② 研究内容 第１回 研究の趣旨・分科会の進め方について協議 

           第２回～第４回 各分科会における研究 

  イ 研究協議会                                  

期日・会場・参加人数 

      北信地区 ※コロナ禍のため中止 

東信地区 ※コロナ禍のため中止 

南信地区 ※コロナ禍のため中止 

中信地区 ※コロナ禍のため中止 

 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況及び学校教育への影響等を考慮して中止とし、 

学習指導要領実施上のポイント等について分科会ごとに資料作成し、各校へ送付した。 

 

    

 

 


